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A1橋台沓座拡幅詳細図
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注) 1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛メッキを施すこと。

　ただし、アンカーボルトはネジ部のみとする。

  付着量は、鋼材　JIS8641 HDZ55

　　　　　　アンカーボルト,Nut,Washer　JIS8641 HDZ35

3.ブラケットの取付及びアンカー孔の位置については、

　現地再確認後、調整すること。

5.アンカー筋は、15D以上の定着長を確保すること。

6.（　）内は、参考値とする。

4.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切断

　しないようにすること。
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　ただし、アンカーボルトはネジ部のみとする。

  付着量は、鋼材　JIS8641 HDZ55
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3.ブラケットの取付及びアンカー孔の位置については、

　現地再確認後、調整すること。
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※コンクリート舗装の規格は
24-12-20(超速硬ｺﾝｸﾘｰﾄ)とする。

平成30年度 社会資本整備総合交付金事業

逵川橋 橋梁修繕耐震補強工事
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排水管設置工

1箇所当り
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(2) 新設排水管の位置を決定し、その位置より上下に125mmずつ地覆

　　その際、既設鉄筋はできる限り切断しないようにすること。

(1) 鉄筋探査により既設鉄筋の位置を把握する。※

　　既設鉄筋(橋軸直角方向)を切断することの無いよう、※の寸法を

    微調整する。

    を取り壊わす。

(3) コンクリートの規格は以下の通りとする。

既設鉄筋D13

推定

平 面 図

コンクリート取壊し復旧
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無収縮モルタル
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既設排水管

(□100×50)

既設排水管
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既設排水管埋設工
S=1:10
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00

既設排水管埋設工

コンクリートカッター

t=100mm

　　地覆　24-8-25BB

　　路面　24-12-20(超速硬ｺﾝｸﾘｰﾄ)
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修 繕 工 詳 細 図 (1)
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